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表 設置場所・利用時間等
利用できない日

年始（１月１～３日）お
よび施設点検日（各施
設により異なります）

祝日（土・日曜にあた
る日は利用でき ま
す）、年末年始（１２月２９
日～１月３日）および
施設点検日（各施設に
より異なります）

利用時間

平日午前８時３０分～
午後９時
土・日曜、祝日、年
末（１２月２９～３１日）午
前９時～午後５時

平日午前８時３０分～
午後９時
土・日曜午前９時～
午後５時

設置場所

�各総合支所
�台場分室
�品川駅港南口公
共駐車場

�青山福祉会館
�白金台福祉会館

未
来
を
担
う
青
少
年
が
健
や
か
に

育
ち
、
豊
か
な
人
間
に
成
長
し
て
い

く
こ
と
は
、私
た
ち
皆
の
願
い
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
虐
待
や
違
法
薬

物
関
連
の
事
件
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
有
害
情
報
や
い
じ
め
な
ど
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
環
境
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に

は
、青
少
年
自
身
の
努
力
と
と
も
に
、

家
庭
・
地
域
・
社
会
で
育
て
る
視
点

が
大
切
で
す
。

家
庭
で
の
取
り
組
み

家
庭
は
、
青
少
年
に
最
も
影
響
を

与
え
る
重
要
な
場
で
す
。
家
族
と
の

き
ず
な

愛
情
の
絆
を
基
盤
に
し
て
、
人
に
対

す
る
信
頼
関
係
や
倫
理
観
な
ど
を
身

に
付
け
ま
す
。
し
つ
け

家
庭
で
の
躾
や
、
い
ざ
と
い
う
時

に
相
談
で
き
る
信
頼
関
係
な
ど
を
再

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
・
社
会
で
の
取
り
組
み

学
校
や
地
域
・
社
会
な
ど
、
す
べ

て
の
大
人
は
、
青
少
年
が
健
全
に
成

長
す
る
環
境
を
つ
く
る
責
任
が
あ
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
模
範
を
示
し
、
青
少
年
に

社
会
の
基
本
的
ル
ー
ル
を
伝
え
る
行

動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
日
ご
ろ
か
ら「
お
は
よ
う
」

「
こ
ん
に
ち
は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」な

ど
の
あ
い
さ
つ
や
、「
あ
り
が
と
う
」

「
ご
め
ん
な
さ
い
」な
ど
の
言
葉
を
積

極
的
に
交
わ
し
て
、
い
つ
も
と
違
う

青
少
年
の
様
子
に
気
付
く
機
会
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
然
体
験
や
社
会
貢
献
な

ど
、
生
命
の
大
切
さ
に
触
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
の
場
を
設
け
、
青
少
年

を
見
守
り
、
励
ま
し
、
必
要
な
時
は

注
意
を
し
、
有
害
な
情
報
や
犯
罪
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
皆
さ
ん
へ

自
分
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
！

甘
い
誘
惑
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
将
来

を
考
え
自
分
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。不

安
な
時
や
迷
い
・
悩
み
が
あ
る

時
は
、
周
り
の
大
人
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
自
然
体
験
や
職
業
体
験
な

ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分
の
可

能
性
を
引
き
出
し
ま
し
ょ
う
。

他
人
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
！

人
を
傷
つ
け
る
と
、
自
分
も
傷
つ

き
ま
す
。
社
会
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責

任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

か
「
噛
む
」こ
と
は
、
食
べ
る
ほ
か
に

も
、
力
を
込
め
た
り
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
等
、
運
動
に
も
大
き
な
関
係
が
あ
か

り
ま
す
。
例
え
ば
片
側
で
し
か
噛
め

か

な
い
不
安
定
な
噛
み
合
わ
せ
に
な
る

か

と
、
噛
め
る
方
の
顎
へ
の
負
担
過
重

だ
け
で
な
く
、
体
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
全
身

の
健
康
に
影
響
が
出
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
お
口
の
健
康
を
守

る
こ
と
は
、
全
身
の
健
康
管
理
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
歯

科
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
に
な

り
ま
す
。

区
の「
お
口
の
健
診
」で
は
、
継
続

的
に
お
口
の
健
康
管
理
を
支
援
し
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
年

２
回（
前
期
１
回
は
終
了
・
後
期
１

回
）無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
前

期
健
診
期
間
に
受
診
で
き
な
か
っ
た

人
も
、
後
期
健
診
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

２０
歳
以
上
の
区
民（
平
成
３

年
３
月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

で
、（
初
め
て
受
診
す
る
場
合
は
）現

在
治
療
中
で
な
い
人

ま
た
、
６０
歳
以
上（
昭
和
２６
年
３

月
３１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）で
寝

た
き
り
や
歩
行
が
著
し
く
困
難
な
人

は
、訪
問
で
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
「
実
施
歯
科
医
療
機
関
名

簿
」（
受
診
券
に
同
封
）に
掲
載
さ
れ

て
い
る
歯
科
医
療
機
関

健
診
内
容

問
診
・
歯
の
診
査
・
だ

か

液
の
検
査
・
噛
む
機
能（
ガ
ム
）の
検

査
・
舌
の
汚
れ
の
検
査
・
結
果
の
説

明
・
お
口
か
ら
の
健
康
指
導

申
し
込
み

受
診
の
際
に
は
受
診
券

が
必
要
で
す
。
２０
・
２５
・
３０
〜
５０
・

６０
・
７０
歳
お
よ
び
平
成
２０
・
２１
年
度

に
受
診
し
た
人
に
は
、
５
月
に
個
別

発
送
し
て
い
ま
す（
前
期
健
診
で
使

用
し
た
受
診
券
は
、
後
期
健
診
で
も

使
用
で
き
ま
す
）。

受
診
券
の
な
い
人
は
、
電
話
ま
た

は
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
〒
１０７
‐
００５２
港
区
赤
坂
４
‐
１

‐
２６

健
康
推
進
課
地
域
保
健
係

（
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）へ
。

※
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

https

�//w
w
w
.e-tetsuzuki99.

com
/tokyo/

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

清
掃
車
は
、
ご
み
を
圧
縮
し
て
運
ん

で
い
ま
す

（１）
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

・
ラ
イ
タ
ー
に
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る

と
、
圧
縮
し
た
際
に
ガ
ス
が
漏
れ
、

引
火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
出
し
方

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど（
ス
プ
レ
ー
缶

・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ラ
イ
タ
ー
）

は
、
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら
不
燃

ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
中
身
を

使
い
き
っ
た
も
の
で
も
可
燃
性
ガ
ス

が
残
留
し
て
い
ま
す
の
で
、
出
す
際

は「
キ
ケ
ン
」と
袋
に
書
き
、
ほ
か
の

不
燃
ご
み
と
別
の
袋
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ス
プ
レ
ー
缶
に
穴
を
開
け
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
身
を
使
い
き

れ
な
い
と
き
な
ど
は
、
み
な
と
清

掃
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（２）
携
帯
電
話
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な

ど
に
使
用
さ
れ
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
を
圧
縮
す
る

と
、
激
し
い
発
煙
、

発
火
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
の
廃

棄
方
法

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ
テ
リ
ー
な

ど
の
充
電
式
二
次
電
池
は
ご
み
と
し

て
出
せ
ま
せ
ん
。
お
近
く
の
販
売
店

で
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
し
方

な
ど
で
お
困
り
の
場
合
は
、
み
な
と

清
掃
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

証
明
書
自
動
交
付
機
は
、
銀
行
等

の
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）と
同

じ
よ
う
に
、
自
動
交
付
機
カ
ー
ド
を

入
れ
て
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と

で
、
夜
間
や
休
日
で
も
証
明
書
を
簡

単
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
機
械

で
す
。

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前
に
自

動
交
付
機
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
カ
ー
ド
の

作
成
の
際
に
は
持
参
し
て
い
た
だ
く

も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

発
行
で
き
る
証
明
書
と
手
数
料

（１）
住
民
票
の
写
し（
世
帯
全
員
・
世

帯
の
一
部
）１
通
２
５
０
円

※
現
在
、
港
区
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人
が
対
象
で
す
。

（２）
印
鑑
登
録
証
明
書
１
通
２
５
０
円

※
現
在
、
港
区
に
印
鑑
登
録
を
し
て

い
る
人
が
対
象
で
す
。

（３）
戸
籍﹇
全
部（
謄
本
）・
個
人（
抄
本
）

事
項
証
明
書
﹈１
通
４
０
０
円

※
港
区
に
住
民
登
録
と
本
籍
が
あ
る

人
の
現
在
戸
籍
が
対
象
で
す
。

（４）
外
国
人
の
記
載
事
項
証
明
書（
本

人
の
基
本
事
項
の
み
）１
通
２
５
０

円※
現
在
、
港
区
に
外
国
人
登
録
し
て

い
る
人
が
対
象
で
す
。

※
氏
名
に
使
わ
れ
て
い
る
文
字
に
よ

っ
て
は
、
自
動
交
付
機
を
利
用
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、手
数
料
は
、窓
口
で
発

行
す
る
よ
り
５０
円
安
く
な
り
ま
す
。

１
万
円
、５
０
０
０
円
、２
０
０
０
円

札
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

設
置
場
所
・
利
用
時
間
等

表
の
と
お
り

主
な
申
込
資
格

都
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と（
単

身
者
は
３
年
以
上
）、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
こ
と
、
所
得
が
定
め
ら
れ
た

基
準
に
該
当
す
る
こ
と
な
ど
。

詳
し
く
は
、
募
集
案
内
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

募
集
住
宅

家
族
向
・
単
身
者
向（
一
般
募
集

住
宅
）、
定
期
使
用
住
宅（
若
年
フ
ァ

ミ
リ
ー
向
）、
定
期
使
用
住
宅（
多
子

世
帯
向
）、
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

募
集
案
内
の
配
布
期
間

１１
月
１
日（
月
）〜
１０
日（
水
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く

募
集
案
内
の
配
布
場
所

各
総
合
支
所
協
働
推
進
課
、
台
場

分
室
、
港
区
指
定
管
理
者
�
東
急
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

申
込
受
付
期
間

郵
送
で
、
１１
月
１６
日（
火
・
必
着
）

ま
で
に
、
渋
谷
郵
便
局
へ
。

身
近
な
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

売
買
春
・
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、

犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な

人
権
侵
害
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
そ
う

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
加

害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、

決
し
て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
男
女
が
お
互
い
の
性
を
十
分

に
理
解
し
合
い
、
人
権
を
尊
重
し
つ

つ
、
思
い
や
り
と
責
任
を
持
っ
て
生

き
て
い
く
こ
と
は
、
男
女
平
等
参
画

を
推
進
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
す
。

被
害
者
の
多
く
が
女
性
で
あ
る
現

状
を
踏
ま
え
て
、
暴
力
の
未
然
防
止

や
被
害
者
の
視
点
に
立
っ
た
継
続
的

な
支
援
に
取
り
組
み
、
女
性
に
対
す

る
暴
力
の
根
絶
を
め
ざ
し
ま
す
。

１１
月
２５
日
は「
女
性
に
対
す
る
暴

力
撤
廃
国
際
日
」で
す
。
内
閣
府
で

は
、
毎
年
１１
月
１２
日
〜
２５
日
の
２
週

間
を「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」と
定
め
、暴
力
防
止
に
つ
い

て
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

区
で
も
、「
身
近
な
問
題
と
し
て
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
考
え
る
」を
テ

ー
マ
に
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

特
別
展
示「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
た
め

私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
」

と
き

１１
月
６
日（
土
）〜
２５
日（
木
）

と
こ
ろ

男
女
平
等
参
画
セ
ン
タ
ー

暴
力
根
絶
パ
ネ
ル
展

と
き

１１
月
２２
〜
２６
日（
月
〜
金
）

と
こ
ろ

区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問い合わせ
子
ど
も
家
庭
課
青
少
年
育
成
担

当

�
内
線
２
４
３
５

問い合わせ
み
な
と
清
掃
事
務
所
作
業
係

�
３
４
５
０
‐
８
０
２
５

問い合わせ
健
康
推
進
課
地
域
保
健
係（
保

健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�
３
４
５
５
‐
４
７
７
２

問い合わせ
人
権
・
男
女
平
等
参
画
担
当

�
内
線
２
０
２
５
〜
７

問い合わせ
港
区
指
定
管
理
者
�
東
急
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
虎
ノ
門
支
店

�
５
７
３
３
‐
０
１
２
９

証
明
書
自
動
交
付
機
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

問い合わせ
各
総
合
支
所
区
民
課
窓
口
サ
ー

ビ
ス
係
・
台
場
分
室�

欄
外
参
照

都
営
住
宅

（
一
般
募
集
ほ
か
）

入
居
募
集

◆各総合支所区民課窓口サービス係・台場分室◆ 芝地区�3578－3143 麻布地区�5114－8821 赤坂地区�5413－7012 高輪地区�5421－7612
芝浦港南地区�6400－0021 台場分室�5500－2351

清掃車火災現場の様子
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個
人
情
報
保
護
制
度

個個
人人
情情
報報
保保
護護
制制
度度

情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
よ
り
、

一
度
に
た
く
さ
ん
の
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
は
大
変
便
利
に
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
は
個
人
情
報
の
不
適

切
な
取
り
扱
い
に
端
を
発
し
た
事
故

が
多
発
す
る
な
ど
、
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
に
対
す
る
人
々
の
不
安
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
個
人

情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
、
平
成
５

年
か
ら「
港
区
個
人
情
報
保
護
条
例
」

を
制
定
し
、
個
人
情
報
の
適
正
な
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

区
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
制
度
の

概
要
と
平
成
２１
年
度
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例

「
港
区
個
人
情
報
保
護
条
例
」は
、

区
の
実
施
機
関
が
保
有
す
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
で
、
個
人

情
報
を
保
護
し
、
基
本
的
人
権
の
擁

護
と
信
頼
さ
れ
る
区
政
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
己
に
関
す
る
個
人
情
報

の
開
示
、
訂
正
、
削
除
等
を
請
求
す

る
区
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
を
保
障
し

て
い
ま
す
。

個
人
情
報

個
人
情
報
と
は
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
、
健
康
保
険
証
番
号
な
ど
、

個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
特
定
の
個

人
が
識
別
さ
れ
、
ま
た
は
識
別
さ
れ

得
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
収
集

区
が
個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き

は
、
目
的
を
明
確
に
し
、
必
要
最
小

限
の
範
囲
で
、
本
人
か
ら
収
集
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
取
扱
業
務
の
登
録

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
業
務
の

目
的
や
対
象
と
な
る
個
人
の
範
囲
、

記
録
す
る
個
人
情
報
の
項
目
な
ど
を

登
録
し
ま
す
。

平
成
２１
年
度
の
個
人
情
報
取
扱
業

務
は
、区
全
体
で
６
２
８
件
で
し
た
。

個
人
情
報
の
利
用

個
人
情
報
取
扱
業
務
に
登
録
さ
れ

た
個
人
情
報
は
、
目
的
の
範
囲
を
超

え
て
ほ
か
の
業
務
に
利
用（
目
的
外

利
用
）し
た
り
、
区
以
外
の
機
関
に

提
供（
外
部
提
供
）す
る
こ
と
を
、
原

則
と
し
て
禁
止
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
場

合
や
法
令
等
に
定
め
が
あ
る
場
合
等

に
つ
い
て
は
、
目
的
外
利
用
や
外
部

提
供
を
認
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
己
情
報
の
開
示
等
請
求

区
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い

て
、
本
人
が
開
示
等
の
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す（
図
）。
た
だ
し
、

開
示
等
を
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
法

令
等
に
定
め
の
あ
る
場
合
な
ど
に

は
、
請
求
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

自
己
情
報
の
開
示
等
を
希
望
す
る

人
は
、
官
公
署
の
発
行
し
た
写
真
付

き
の
証
明
書（
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
）を
お
持
ち
に
な
り
、

事
前
に
連
絡
の
上
、
自
己
情
報
を
所

管
す
る
課
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

開
示
に
関
す
る
手
数
料
は
無
料
で

す
が
、
写
し
の
交
付
に
は
コ
ピ
ー
代

（
Ａ
３
版
ま
で
１
枚
１０
円
）が
か
か
り

ま
す
。

平
成
２１
年
度
は
、
開
示
の
請
求
が

３５
件
あ
り
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
相
談
室

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
相
談

室（
区
役
所
８
階
）で
は
、
区
の
個
人

情
報
保
護
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
等
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
自
己

情
報
の
開
示
等
請
求
の
方
法
や
、
開

示
等
を
希
望
す
る
自
己
情
報
を
所
管

す
る
課
が
不
明
な
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
保
護
法
に
関
す
る
こ
と

な
ど
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
関

す
る
一
般
的
な
質
問
、
相
談
等
も
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
適
正
管
理

条
例
は
、区
の
実
施
機
関
に
対
し
、

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
は
基
本

的
人
権
を
尊
重
し
、
個
人
情
報
を
保

護
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、

職
員
に
対
し
、
職
務
上
知
り
得
た
個

人
情
報
を
み
だ
り
に
他
人
に
知
ら

せ
、
ま
た
は
不
当
な
目
的
に
使
用
し

て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
不
適
正
な
取

り
扱
い
を
行
っ
た
職
員
等
に
対
し
て

は
、
懲
役
刑
を
含
む
罰
則
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

区
で
は
、
制
度
の
運
用
に
あ
た
る

職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
常
に
区
民
の

皆
さ
ん
の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

よ
う
、
個
人
情
報
の
適
正
管
理
に
努

め
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が

防
火
・
防
災
に
関
す
る
意
識
や
行
動

力
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
万
一
発
生
し
た
場

合
に
も
、被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な

る
時
季
で
す
。
ま
た
、
暖
房
器
具
等

の
火
気
を
使
用
す
る
機
会
も
多
く
な

り
ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の「
慣

れ
」や「
油
断
」か
ら
、
火
災
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
、
防
火
の
重
要
性
を

十
分
に
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

建
物
か
ら
出
火
し
た
火
災
の
約
６０

％
が
住
宅
火
災
で
す
。
そ
の
た
め
、

火
気
の
取
り
扱
い
や
管
理
な
ど
に
気

を
付
け
、
住
宅
火
災
の
発
生
防
止
に

努
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。そ
こ
で
、

次
の「
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
―
３
つ
の
習
慣
・
４

つ
の
対
策
―
」を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

�
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。

�
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

�
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し
ま
し
ょ

う
。

４
つ
の
対
策

�
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。

�
寝
具
、
衣
類
や
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
し
ま
し
ょ
う
。

�
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

�
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
、
区
内
各
消
防
署
で
、
各

種
訓
練
や
講
演
会
な
ど
を
行
い
ま

す
。
積
極
的
に
参
加
し
て
防
火
・
防

災
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
行
動
力

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

かか
かか
りり
つつ
けけ
歯歯
科科
医医

をを
おお
持持
ちち
でで
すす
かか

「
一
生
自
分
の
歯
で
食
事
を
」こ
れ

が
か
か
り
つ
け
歯
科
医
の
願
い
で

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
た
と

え
ば
万
が
一
、
高
齢
の
た
め
通
院
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
も
、
お
口

の
健
康
を
守
っ
て
く
れ
る
の
が「
か

か
り
つ
け
歯
科
医
」で
す
。

区
で
は
歯
科
医
師
会
と
協
力
し

て
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
歯
の
大
切
さ

を
十
分
に
理
解
し
、
よ
り
良
い
お
口

の
環
境
の
も
と
で
過
ご
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
一
貫
し
た
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
の
た

め
に
健
康
診
査
や
健
康
相
談
を
行

い
、
区
民
の
８
０
２
０（
８０
歳
で
２０

本
の
歯
を
残
す
）を
め
ざ
し
ま
す
。

訪
問
歯
科
診
療（
往
診
）を
し
ま
す

高
齢
の
た
め
、
あ
る
い
は
病
気
の

た
め
寝
た
き
り
の
人
に
は
、
相
談
・

往
診
を
し
、
治
療
や
口
腔
ケ
ア
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

診
療
所
や
歯
科
医
療
機
関
、
全
身
麻

酔
で
治
療
が
で
き
る
歯
科
医
療
機
関

の
紹
介
を
し
ま
す
。
保
健
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
は
、
訪
問
歯
科
診
療
、

障
害
者
診
療
が
可
能
な
歯
科
医
院
名

簿
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

専
門
医
や
病
院
と
連
携
し
て
い
ま
す

血
圧
が
高
い
、
心
臓
が
悪
い
、
糖

尿
病
が
あ
る
、
妊
娠
し
て
い
る
な
ど

で
不
安
な
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診

療
科
の
主
治
医
や
病
院
、
薬
局
と
連

絡
を
取
り
な
が
ら
歯
科
治
療
を
進
め

ま
す
の
で
安
心
で
す
。
ま
た
、
高
次

元
の
治
療
が
必
要
な
と
き
に
は
適
切

な
歯
科
医
療
機
関
や
連
携
病
院
を
紹

介
し
ま
す
。

口
腔
ケ
ア
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

�
歯
の
調
子
が
悪
い

�
入
れ
歯
が
合
わ
な
い

�
食
事
が
う
ま
く
飲
み
込
め
な
い

�
お
口
の
中
が
汚
れ
て
い
る

な
ど
お
口
の
中
で
お
悩
み
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

自
分
で
は
で
き
な
い
お
口
の
お
手

入
れ
を
し
て
、
む
し
歯
や
歯
周
病
を

予
防
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
気
に

な
る
口
臭
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長
期
に
わ
た
り
個
人
情
報
を
大
切
に

管
理
し
て
い
ま
す

過
去
の
病
歴
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関

し
て
、
そ
し
て
過
去
の
歯
科
治
療
の

経
過
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
情
報

を
管
理
し
て
適
切
な
歯
科
治
療
を
行

い
ま
す
。

問い合わせ
区
内
各
消
防
署

�
欄
外
参
照

防
災
課
防
災
政
策
担
当

�
内
線
２
５
１
６

問い合わせ
区
政
情
報
課
個
人
情
報
保
護
・

情
報
公
開
担
当�

内
線
２
０
８
２

問い合わせ
�
東
京
都
港
区
芝
歯
科
医
師
会

�
３
４
３
１
‐
７
７
１
６

�
東
京
都
港
区
麻
布
赤
坂
歯
科

医
師
会�

３
４
０
３
‐
１
４
０
３

保
健
予
防
課
保
健
予
防
係（
保

健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�
３
４
５
５
‐
４
７
０
２
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有形文化財［書跡］
こん ごう くつ

白隠慧鶴筆「金剛窟」
（室号）１点
高輪３‐１６‐１６ 東禅
寺

【法量】 縦９０� 横１６８�

無形文化財［工芸技術
こと

・木工芸 筝製作］
保持者 山中敏男
伝承の場 高輪１‐５
‐４６ 野村楽器店

無形文化財［工芸技術
すだれ

・木工芸 簾製作］
保持者 鈴木盛雄・祐二
伝承の場 赤坂３‐１５
‐５ 鈴松商店

旧跡 明和の大火死者
供養墓
虎ノ門３‐２５‐１ 光
明寺

１１
月
３
日（
水
・
文
化
の
日
）を
中

心
と
し
た
１
週
間
は「
文
化
財
保
護

強
調
週
間
」と
し
て
、
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
財
保
護
事
業
が
行
わ

れ
、
東
京
都
で
は「
東
京
文
化
財
ウ

ィ
ー
ク
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
平
成
２２
年
度
に
区
が

新
た
に
指
定
し
た
文
化
財
と
、「
東

京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

平
成
２２
年
度
港
区
指
定
文
化
財

４
件
が
決
ま
り
ま
し
た

白
隠
（
１
６
８
５
―
１
７
６
８
）

お
う

は
、
同
じ
禅
宗
で
あ
る
曹
洞
宗
や
黄

ば
く
し
ゅ
う

檗
宗
と
比
較
し
て
衰
退
し
て
い
た
臨

済
宗
を
復
興
さ
せ
た
江
戸
時
代
中
期

の
禅
僧
で
す
。

東
禅
寺
に
伝
わ
る
本
資
料
は
、
３

枚
の
紙
を
横
に
継
ぎ
、
一
紙
に
一
字

ず
つ「
金
剛
窟
」と
配
さ
れ
、
扁
額
装

と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
紙
と
も
左
右

が
切
り
詰
め
ら
れ
窮
屈
な
配
字
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
落
款
印
章
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
白
隠
自
筆
の
書
で
す
。

本
書
の
書
体
は
８０
歳
代
の
た
っ
ぷ
り

丸
み
を
帯
び
た
書
体
と
異
な
り
、
剛

毅
な
感
の
あ
る
白
隠
７０
歳
代
の
も
の

で
す
。

弦
楽
器
の
一
つ
で
あ
る「
筝
」は
中

国
を
起
源
と
し
、
古
代
日
本
に
伝
来

し
ま
し
た
。
雅
楽
の
編
成
楽
器
と
し

て
用
い
ら
れ
、
後
に
歌
曲
伴
奏
・
独

奏
楽
器
と
な
り
、江
戸
時
代
以
降
、近

世
邦
楽
の
主
要
種
目
で
あ
る
筝
曲
・

地
歌
の
主
奏
楽
器
と
な
り
ま
し
た
。

山
中
敏
男
さ
ん
は
、
明
治
時
代
に

野
村
嘉
太
郎
が
京
橋
で
創
業
し
た
野

村
楽
器
店
の
３
代
目
で
、昭
和
３０
年
、

２
代
目
で
あ
っ
た
父
寅
一
さ
ん
か

ら
、
野
村
楽
器
店
を
継
ぎ
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

山
中
さ
ん
の
製
作
技
術
の
系
譜

は
、江
戸
の
優
れ
た
伝
統
技
術
で
、ま

た
、
江
戸
時
代
に
製
作
さ
れ
た「
筝
」

の
修
復
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
簾
」は
、
日
本
で
は
平
安
時
代
に

「
御
翠
簾（
み
す
）」と
い
い
、
元
来
貴

人
を
直
接
見
せ
な
い
た
め
の
も
の

で
、
貴
族
や
寺
院
な
ど
で
用
い
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と

庶
民
も
多
く
用
い
る
よ
う
に
な
り
、

用
途
も
強
い
日
差
し
を
避
け
た
り
、

目
隠
し
な
ど
で
、
そ
の
形
態
も
用
途

に
よ
っ
て
多
種
多
様
に
な
り
庶
民
的

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
生
活
様
式

も
大
き
く
変
化
し
、
室
内
の
イ
ン
テ

リ
ア
と
し
て
の
用
途
が
加
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
簾
製
作
の
技
術
は
伝
統
的

で
す
。

鈴
木
盛
雄
さ
ん
と
祐
二
さ
ん
は
兄

弟
で
、
父
で
あ
り
港
区
無
形
文
化
財

保
持
者
で
あ
っ
た
故
鈴
木
寿
雄
さ
ん

の
も
と
で
修
行
し
、
簾
の
伝
統
的
製

作
技
術
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
ま

た
、
赤
坂
と
い
う
街
の
歴
史
・
文
化

を
今
な
お
伝
え
て
い
る
こ
と
も
貴
重

な
存
在
で
す
。

明
和
９
（
１
７
７
２
）
年
２
月
２９

日
、
目
黒
行
人
坂
に
あ
っ
た
寺
院
か

ら
出
火
し
、
千
住
ま
で
焼
失
し
た
い

わ
ゆ
る「
明
和
の
大
火
」に
よ
っ
て
、

火
災
後
光
明
寺
の
境
内
裏
山
で
発
見

さ
れ
た
男
女
９０
人
の
焼
死
者
の
供
養

の
た
め
、
当
時
の
住
職
が
建
立
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
火
事
で
は
、
光
明

寺
の
本
堂
を
は
じ
め
諸
堂
が
残
ら
ず

焼
失
し
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
周
辺

の
町
も
多
大
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
際
に
、
こ
こ
に
避
難
し
た

多
く
の
町
民
が
逃
げ
遅
れ
、
焼
死
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当
初
は

寺
の
裏
山
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
２５
年
ほ
ど
前
に
本
堂
前
の
現
在

地
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。「
火
事
と

喧
嘩
は
江
戸
の
華
」と
よ
ば
れ
る
よ

う
に
、
火
事
の
多
か
っ
た
港
区
域
の

歴
史
を
示
す
標
識
物
で
す
。

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

東
京
都
が
平
成
１０
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る「
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」

は
、
都
内
全
般
で
一
斉
に
文
化
財
を

公
開
し
、
関
連
す
る
企
画
事
業
を
併

せ
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度

も
都
内
各
所
で
貴
重
な
文
化
財
の
特

別
公
開
や
各
種
事
業
が
行
わ
れ
ま

す
。
区
内
で
は
公
開
事
業
１９
件
と
企

画
事
業
２
件
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
期
間
だ
け
公
開
さ
れ
る
文
化
財
も

都
内
に
は
多
数
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
貴
重
な
文
化
財
に
ふ
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

区
内
公
開
事
業

（
１１
月
７
日（
日
）ま
で
）

旧
新
橋
停
車
場
跡
、第
三
台
場（
以

上
国
史
跡
）・
旧
芝
離
宮
庭
園（
国
名

勝
）・
大
倉
集
古
館
蔵
木
造
普
賢
菩

薩
騎
象
像（
国
宝
）、
同
石
造
如
来
立

像
、
瑞
聖
寺
大
雄
宝
殿
、
明
治
学
院

イ
ン
ブ
リ
ー
館
、
都
立
中
央
図
書
館

蔵
江
戸
城
造
営
関
係
資
料
、
旧
台
徳

院
霊
廟
惣
門（
以
上
重
文
）・
大
倉
集

古
館
陳
列
館
、
妙
定
院
上
土
蔵
、
同

熊
野
堂（
以
上
国
登
録
）・
高
輪
地
区

総
合
支
所
内
旧
細
川
家
の
シ
イ
、
芝

東
照
宮
の
イ
チ
ョ
ウ（
以
上
都
天
然

記
念
物
）・
増
上
寺
経
蔵
、
東
京
都

公
文
書
館
蔵
東
京
府
及
び
東
京
市
関

連
行
政
文
書（
以
上
都
有
形
文
化
財
）

・
金
刀
比
羅
宮
、
聖
心
女
子
学
院
正

門
、高
輪
消
防
署
二
本
榎
出
張
所（
以

上
東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
）

区
内
企
画
事
業

（
１１
月
３０
日（
火
）ま
で
）

港
郷
土
資
料
館
特
別
展「
江
戸
図

の
世
界
」・
旧
新
橋
停
車
場
鉄
道
歴

史
展
示
室
企
画
展「
日
光
道
中
│
江

戸
の
旅
・
近
代
の
旅
│
」

※
公
開
日
等
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
月
利
用
分
抽
せ
ん
申
し
込
み

対
象

区
民

申
し
込
み

専
用
は
が
き
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ

み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
１１
月
１２
日

（
金
・
必
着
）ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
専
用
は
が
き
は
、
各
総
合
支

所
、
各
区
民
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
三

田
・
赤
坂
支
店
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
で
１１
月
１８
日（
木
）ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
抽
せ
ん
結

果
は
月
末
に
ご
自
宅
に
送
り
ま
す
。

空
き
室
申
し
込
み

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
者

申
し
込
み

利
用
希
望
日
の
１
カ
月

前
の
同
日
か
ら
保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
保
養
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
、
ま
た
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ

ン
タ
ー
で
申
込
順
に
受
け
付
け
ま

す
。

利
用
者
登
録

利
用
申
し
込
み
に
は
利
用
者
登
録

が
必
要
で
す
。
抽
せ
ん
申
し
込
み
の

専
用
は
が
き
で
登
録
で
き
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

大
平
台
み
な
と
荘
は
、
平
成
２３
年

１
月
１８
〜
２０
日（
火
〜
木
）は
休
館
し

ま
す
。

大
平
台
み
な
と
荘
へ
の
専
用
直
行
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
平
台
み
な
と
荘

�
０
４
６
０
‐
８
６
‐
１
１
２
２

担
当
課

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

やっぱりみなと ぐぐっとGood!（60分番組：月2回更新）

特集番組

午後３時～

午後７時～

午後１０時～

ぐぐっと情報

各課からのお知らせ

みんなの笑顔

問い合わせ

港区タイム（55分番組）

みなとクイック
ジャーナル

午後３時２０分～

午後７時２０分～

午後１０時２０分～

みなと区政案内
情報番組

午後３時４０分～

午後７時４０分～

午後１０時４０分～

問い合わせ
○
登
録
・
利
用
・
申
し
込
み

Ｊ
Ｔ
Ｂ
み
な
と
予
約
セ
ン
タ
ー

平
日
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
６

時
３０
分（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）�

３
４
５
２
‐
０
４
８
９

区
民
保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス

午
前
８
時
〜
午
後
１０
時

�
３
４
５
２
‐
０
５
２
１

区
民
保
養
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

空
き
室
照
会
な
ど

午
前
５
時
〜
午
前
０
時

抽
せ
ん
空
き
室
申
し
込
み
な
ど

午
前
８
時
〜
午
前
０
時

https

�//hoyo.city.m
inato.

tokyo.jp

○
区
民
保
養
施
設
事
業
に
つ
い

て
み
な
と
コ
ー
ル

�
５
４
７
２
‐
３
７
１
０

問い合わせ
図
書
・
文
化
財
課
文
化
財
係

�
３
４
５
２
‐
４
９
６
６

※毎日：午後３時～、午後７時～、午後１０時～

※「特集番組」「みなとクイックジャーナル」は、区のホームページ〈みなと動画サービス〉でもご覧になれま
す。毎月１１日に更新します。

暮らしに役立つさまざまな情報をお届けする番組です。
※毎日：午前１０時～、午後１時～、午後９時～

番組内容について／区長室広報係 �内線２０３６
テレビ電波受信障害解消のための加入工事費の一部助成について／環境課 �内線２４８６
ＣＴＴマスコットチャンネル・ケーブルテレビ／ＪＣＮみなと新宿 �０１２０－０３７１０９

※番組の内容が変更になることがあります。
※港区広報番組を放送月の翌月からビデオテープ・ＤＶＤで貸し出します。
貸し出し場所：区長室、各総合支所、各港区立図書館（※平成２１年１２月以降の放送分を貸し出しています。）

ＣＴＴマスコット
チャンネル

11

「山車招く 江戸のにぎわい再び」

「第４回芝浦港南地区水辺フェスタ 地域対抗ボートレース大会」

文字情報

１００年ぶりに平成の世によみがえった赤坂氷川山
車。山車巡行をとおして江戸文化を紹介します。
（２０分番組）

芝浦港南地区の各地域対抗で行われたボートレー
ス大会の様子を紹介します。
（芝浦港南地区総合支所）（２０分番組）

港区からのお知らせや区主催の行事、催し物など
の日時、内容を音楽にあわせて、文字情報で案内
します。（１５分番組・後半５分は英語）

子ども家庭課からのお知らせ：「認証保育園」紹介
清掃リサイクル課からのお知らせ：「３Ｒの取り
組み」

保健予防課からのお知らせ：「エイズ・性感染症
予防対策」
高齢者支援課からのお知らせ：「介護予防の取り
組み」

区民の皆さんが参加するイベントなどのほか、各
地域で取り組む活動などを紹介します。

（デジタル１１１ＣＨ・アナログ５ＣＨ）

大使館が多数立地する国際色豊かな港
区。区内にある大使館を紹介します。
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高等学校等
国公立 私立

貸付金
（月額）

１万８０００円
以内

３万５０００円
以内

入学資金 ８万円以内 ２５万円以内

大学等
国公立 私立

貸
付
金（
月
額
）

自宅
通学

４万５０００円
以内

５万４０００円
以内

自宅外
通学

５万１０００円
以内

６万４０００円
以内

入学資金 ３０万円以内

しません。
※特別徴収（年金からの天引き）の人
および口座振替の登録をしている人
には、納付書は送付しません（ただ
し、保険料が増額になった人には送
付する場合があります）。
�問高齢者支援課介護保険料係

�内線２８９１～７

港区保健福祉基礎調査を実施し
ます

区では、保健福祉施策を総合的か
つ計画的に推進するため、平成２１年
度から６年間の計画として「港区地域
保健福祉計画」を策定しました。
平成２３年度には、後期３年分の改
定を行う予定です。改定に当たり、
保健福祉サービス等の対象者を中心
に、広く区民の皆さんの状況や要望
等をお聞きするために、保健福祉基
礎調査（アンケート調査）を実施しま
す。皆さんの協力をお願いします。
調査対象 （１）６５歳以上の高齢者約１
万３８００人（要介護・要支援認定を受
けている人全員と無作為抽出）
（２）障害者約６０００人（身体障害者手
帳、愛の手帳、精神障害者保健福祉
手帳を持っている人）
（３）０歳～小学３年生の保護者、小学４
～６年生および中学生約３３００人（無作
為抽出）
（４）ひとり親家庭の人約６００人（無作
為抽出）
（５）上記（１）～（４）の対象以外の人約
３０００人（無作為抽出）
調査期間 １１月上旬～１２月
調査方法 調査票を郵送でお送りし
ます。調査票に回答を記入して、同
封の返信用封筒で返送してくださ
い。
�問○（１）について 高齢者支援課高
齢者施策推進担当 �内線２３９７
○（２）について 障害者福祉課障害
者施策調整担当 �内線２４５８
○（３）・（４）について 子ども家庭課
施設計画担当 �内線２４６６
○（５）について 保健福祉課地域保
健福祉担当 �内線２３７７

東京都大気汚染医療費助成制度

都では気管支ぜん息などの疾病に
かかっている人を対象に、医療費の
助成を行っています。
�対次のいずれの要件も満たす人
（１）都内に引き続き１年（３歳未満の人
は６カ月）以上住所を有する人
（２）現在、気管支ぜん息にかかって
いる人（１８歳未満の人は慢性気管支
炎、ぜん息性気管支炎、肺気しゅも
対象）
（３）健康保険などに加入している人
（４）申請日以降喫煙をしない人
※申請書類配布、受け付けについて、
詳しくはお問い合わせください。
�問保健予防課公害補償担当（保健サ
ービスセンター） �３４５５－４７７３

都市計画案の縦覧

次のとおり都市計画案を縦覧しま
す。意見のある人は、縦覧期間内に

意見書を提出してください。
件名 ○地区計画の決定（浜松町一
丁目地区）○高度利用地区の変更（浜
松町一丁目地区）○市街地再開発事
業の決定（浜松町一丁目地区）
�時１１月４日（木）～１７日（水）
�所都市計画課（区役所６階）
�申意見書は、郵送または直接、〒
１０５－８５１１ 港区役所都市計画課都
市計画係へ。 �内線２２１４

東京都環境影響評価条例に基づ
く環境影響評価書案の縦覧と意
見書の提出について

事業名 「芝浦水再生センター再構
築に伴う上部利用事業」
�時１１月８日（月）～１２月７日（火）
※閉庁時を除く
�所環境課（区役所８階）
※各総合支所、みなと図書館で閲覧
できます。
�申環境保全の見地から意見を述べ
たい人は、１１月８日（月）～１２月２２日
（水・消印有効）に、事業名・住所・
氏名および意見の要旨を明記の上、
直接または郵送で、意見を提出でき
ます。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。
意見書の提出先 〒１６３－８００１新宿
区西新宿２－８－１ 東京都環境局都
市地球環境部環境都市づくり課審査
第二係 �５３８８－３４５３
�問環境課環境アセスメント担当

�内線２４９０

御成門中学校屋内プール利用休
止のお知らせ

１１月９日（火）～１４日（日）は、プー
ルのライン補修工事および水換え等
のため、プール利用を休止します。
�問生涯学習推進課スポーツ振興係

�内線２７５０～３

高輪図書館休館のお知らせ

１１月１５日（月）は、消防設備点検の
ため臨時休館します。
�問図書・文化財課庶務係

�３４３７－６６２１

平成２３年度港区奨学生の募集

�対次の要件をすべて満たす人
（１）貸付日の６カ月前から保護者が港
区に住所を有していること
（２）経済的理由により進学または修
学が困難であること
（３）都内または隣接県内の高等学校、
高等専門学校、専修学校の高等課程、
各種学校の高等課程に進学予定また
は在学している人。または、高校な
どを卒業後２年以内で初めて平成２３
年４月に大学、専修学校の専門課程
に進学予定であること
（４）東京都育英資金そのほか同種の
返還義務のある奨学金を借りていな
いこと（併願はできますが、両方を同
時に借りることはできません）
貸付金額

�人高校等５０人程度、大学等３０人程
度
募集案内配布場所 庶務課（区役所７
階）、各総合支所、各港区立図書館、
港区内の各中学校・高等学校（公立
・私立）
※教育委員会ホームページ
http : //www.city.minato.tokyo.jp/kyoiku
からダウンロードもできます。
�申郵送または直接、１１月４日（木）～
１２月３日（金・必着）に、〒１０５－８５１１
教育委員会事務局庶務課庶務係

へ。 �内線２７１３

台場図書室休館のお知らせ

１１月１５～１８日（月～木）は、特別整
理のため休館します。
�問台場区民センター �５５００－２３５５

外国籍のお子さんの保護者の皆
さんへ～区立小・中学校への入
学希望手続～

区では、平成２３年４月に区立小・
中学校の１年生に入学を希望する外
国籍のお子さんの事務手続を進めて
います。入学を希望する場合はお問
い合わせください。なお、次の生年
月日のお子さんが対象です。
小学校 平成１６年４月２日～平成１７年
４月１日に生まれた人
中学校 平成１０年４月２日～平成１１年
４月１日に生まれた人
手続きに必要な書類 お子さんの住
所・氏名・性別・生年月日等が確認
できるもの（外国人登録証をお持ち
の人は持参してください）
�問学務課学校運営支援係

�内線２７２８・９

区議会議員選挙啓発標語募集

平成２３年４月に行われる予定の、
港区議会議員選挙の啓発に役立つ標
語を募集します。
�対区内在住・在勤・在学者
表彰 特選１点、入選５点、佳作１０点
※「広報みなと」で発表し、入選者に
通知します。
そのほか 標語は未発表で自作のも
のに限ります。応募は１人２作品まで
です。
※入賞作品の版権は港区選挙管理委
員会に帰属し、選挙啓発のために使
用します。
�申住所・氏名（ふりがな）・年齢・
職業（または学校名・学年）・電話番
号を明記の上、郵送（はがき等）・フ
ァックスまたは直接、１１月３０日（火
・必着）までに、〒１０５－８５１１ 選挙
管理委員会事務局（区役所７階）へ。

�内線２７６９ FAX３５７８－２７７４

う
み

じ
ゅ
く

（特）

海

塾

海
塾
は
、
港
区
の
水
辺
を
活
動
の

拠
点
に
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
人
口

増
加
が
著
し
い
港
区
の
沿
岸
部
に

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
水
辺
の
レ
ジ

ャ
ー
を
安
全
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、海
の
安
全
ル
ー
ル
を
普
及
し
、

水
辺
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
と
し
た

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
６０
年
程
前
に
は
泳
ぐ
こ
と

が
で
き
た
港
区
の
水
辺
を
再
び
泳
げ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
水
質
浄
化

の
取
り
組
み
や
水
辺
の
環
境
に
対
す

る
意
識
啓
発
を
行
う
環
境
教
育
も
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
助
成
事
業
で
は
、
同
じ

く
港
区
で
発
達
障
害
児
童
の
早
期
療

育
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
（特）
ス
キ

ル
キ
ャ
ン
プ
と
協
働
し
、
カ
ヌ
ー
を

使
用
し
た
運
河
の
自
然
体
験
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
過
去
に
も
試

験
的
に
行
い
、
発
達
障
害
児
童
の
早

期
療
育
の
観
点
か
ら
高
い
効
果
が
あ

る
と
専
門
家
の
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。
港
区
の
資
産
で
あ
る
運
河
と
い

う
水
辺
環
境
を
活
用
し
、
年
間
を
通

し
た
計
画
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。

発
達
障
害
児
童
の
早
期

療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

水
辺
の
自
然
環
境
学
習
教
室

発
達
障
害
児
童
が
親
子
で
学
べ
る

学
習
会
で
す
。

と
こ
ろ

芝
浦
ア
イ
ラ
ン
ド
こ
ど
も

園野
外
学
習
教
室

２
人
乗
り
カ
ヌ
ー
に
よ
る
水
辺
の

自
然
体
験
会
を
通
じ
た
療
育
事
業
で

す
。

と
こ
ろ

芝
浦
運
河

港
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
助
成
事
業

は
、
毎
年
２
〜
３
月
に
か
け
て

事
業
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
募
集
時
期
に
は「
広
報
み

な
と
」・
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問い合わせ
（特）
海
塾�

３
７
９
８
‐
８
３
３
１

FAX
３
７
９
８
‐
８
３
３
２

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
助
成
事
業
に
つ

い
て

地
域
振
興
課
文
化
協
働
推
進
係

�
内
線
２
３
４
３

� 3578-2111�

６ページからつづく

◆港区スポーツセンター・区民センター・健康増進センター・生涯学習センター・青山生涯学習館のお知らせは、毎月5日（土・日曜の場合は翌月曜）発行の港区スポーツふれ
あい文化健康財団ニュース「 」に掲載されています。�5770－6837 FAX5770－6884 http：//www.kissport.or.jp
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◆港区ミュージアムセミナー

フジフイルムスクエアによる「１７０
年を越える写真とカメラの歴史」。
長い年月を経て誰もが簡単に写真

を撮れる時代となった今、写真技術
とカメラの歴史をひも解きます。
�対区内在住・在勤・在学者
�時１１月１３日（土）午後２時～４時
�所三田図書館
�人３０人（申込順）

◆高輪図書館マネーセミナー

子育て資金の基礎知識やマネープ
ランの考え方を学びます。セミナー
終了後には、ファイナンシャルアド
バイザーとの個別相談会も実施しま
す。
�対未就学児の親（子ども同伴可）
�時１１月２７日（土）午後２時～３時（セミ
ナー）、午後３時～４時（相談会）
�所高輪区民センター
�人３０人（申込順）

◆印の申し込み
電話で、午前９時～午後５時に、みな
とコールへ。 �５４７２－３７１０
�担図書・文化財課庶務係

～世界の料理～南米のヨーロッ
パとして豊かな食文化を誇るア
ルゼンチンの「クリスマス料理」
とは？

�対区内在住・在勤・在学者
�時１１月２７日（土）正午～午後３時３０分
�所男女平等参画センター
�人３０人（申込順）
費用 会員１５００円 一般２０００円（材
料費、保険料含む）
※申し込み後、郵便払い込み。
�申電話で、港ユネスコ協会へ。
�問港ユネスコ協会（火～金曜午前１０
時３０分～午後５時３０分※祝日を除く）

�３４３４－２３００
生涯学習推進課生涯学習係

�内線２７４３

わ わ

輪い輪いまつり・あっぷリング
高輪フェスティバル

舞台発表、作品展示、工作や遊び
のコーナーなど盛りだくさんの、高
輪地区合同文化祭です。
�時１１月１３日（土）午前１０時～午後６時
３０分、１４日（日）午前１０時～午後５時
※両日とも、遊びのコーナーは午後
４時３０分まで
�所高輪コミュニティーぷらざ
�問高輪地区総合支所管理課施設運
営係 �５４２１－７０６７
高輪地区各保育園・児童館・福祉会
館 �欄外参照

ミニ消費生活展～あなたが主役
の消費生活の向上～

区内の消費者団体が、日常生活上
のさまざまな問題や疑問を調査・研
究し、その成果をパネル等で発表し
ます。そのほか、廃油から作った石
けん等の即売もあります。
�時１１月１６日（火）午前１０時３０分～午
後３時
�所麻布地区総合支所
�問消費者センター �３４５６－４１５９

リトアニア伝統唱歌コーラスグ
ループコンサート

�時１１月９日（火）午後６時３０分～８時
（午後６時開場）
�所高輪区民センター
�人２５０人（会場先着順）
主催 リトアニア共和国大使館
�問地域振興課国際化推進担当

�内線２３０８

ワーク・ライフ・バランスシン
ポジウム

先進的なワーク・ライフ・バラン
ス施策で成功している企業を迎え、
その施策内容や効果を紹介します。
�対中小企業の経営者・人事担当・
従業員
�時１２月１４日（火）午後１時３０分～５時
�所麻布区民センター
�人１５０人（申込順）
※保育（未就学児）・手話通訳を希望
する人は、１１月３０日（火）までにお申
し出ください。
�申電話またはファックスで、港勤
労福祉会館へ。

�３４５５－６３８１ FAX３４５７－７７８７
※詳しくは産業振興課ホームページ
http : //www.minato-ala.net/
をご覧ください。

ひとり親家庭レクリエーショ
ン（ズーラシア）～親子で一日リ
フレッシュ～

�対区内在住のひとり親家庭の親子
※１８歳以下の子ども、家族のみ
�時１１月２３日（火・祝）午前７時３０分港
区役所集合※雨天決行
�所横浜市立よこはま動物園（ズーラ
シア）・赤レンガ倉庫（神奈川県横浜
市）
�人１２０人（応募者多数の場合は抽せ
ん）
費用 １世帯７００円（昼食代・傷害保
険料等を含む）
�申往復はがきに「ひとり親家庭レク
リエーション希望」・住所・氏名（ふ
りがな）・参加者全員の年齢・連絡
先電話番号を明記の上、１１月１０日（水
・必着）までに、〒１０８－００２３港区芝
浦４－４－２７－４１８ 母子福祉会岡村
俊子宛へ。 �・FAX３４５３－１２６７
�問子ども家庭課家庭相談センター

�内線２４３６

ゆず狩りと山里散策参加者募集

ゆず狩りとゆずを使った昔ながら
の調理を体験します（ゆずのお土産
付き）。また、紅葉を眺めながらの
んびり山里の散策をします。
�対区民
�時１１月２１日（日）午前８時２０分港区役
所集合、往復バスで移動
�所あきる野市西戸倉
�人４０人（抽せん）
�申電話で、１１月２日（火）午前９時～８
日（月）に、みなとコールへ。

�５４７２－３７１０
�担環境課地球環境係

清掃工場個人見学会

�対区内在住・在勤者
�時１１月２０日（土）午後１時３０分～３時
�所港清掃工場
※車での来場はご遠慮ください。
�人５０人（申込順）
�申電話で、１１月１８日（木）までに、

港清掃工場へ。 �５４７９－５３００

おたのしみかみしばい会

紙芝居を中心としたおはなし会。
何を読むかはその日のお楽しみで
す。
�対どなたでも
�時１１月７日（日）午後２時３０分
�所高輪図書館
�申当日直接会場へ。
�問高輪図書館 �５４２１－７６１７

かたりべの会

プロの語り部による日本の昔話と
民話語りです。
�対どなたでも
�時１１月１０日（水）午後２時３０分～１時
間程度
�所麻布図書サービスセンター
�申当日直接会場へ。
�問麻布図書サービスセンター

�３４５６－３２２５

親子で楽しむコンサート

東京藝術大学大学院生による、フ
ルートとピアノでの童謡・クラシッ
ク音楽等の演奏です。
�対０～３歳（平成１８年４月２日以降生ま
れ）の乳幼児とその保護者、および
妊娠中の人
�時１１月１５日（月）第１回：午前１０時
第２回：午前１１時２０分
※各回３５分間程度
�所港南図書館
�人第１回：４０組 第２回：３０組（各回
申込順）
�申電話で、午前９時～午後５時に、
みなとコールへ。 �５４７２－３７１０
�担図書・文化財課庶務係

青山福祉会館証明書自動交付機
休止のお知らせ

１１月１１日（木）午後１時～５時まで、
青山福祉会館の証明書自動交付機が
電気設備点検のため休止します。
休止中に住民票などを取得すると

きは、区内に設置しているほかの証
明書自動交付機をご利用ください。
�問赤坂地区総合支所区民課窓口サ
ービス係 �５４１３－７０１２

電子申告「ｅＬＴＡＸ」のサービ
スを一時停止します

１１月１８日（木）～２５日（木）の期間、
「ｅＬＴＡＸ」地方税ポータルは、シ
ステム機器等の入れ替えのため利用
できません。
停止するサービス 「ｅＬＴＡＸ」ポ
ータルシステムに関するすべてのサ
ービス（電子申告・電子納税・電子
申請・届け出）
※詳しくはｅＬＴＡＸホームページ
http : //www.eltax.jp/
をご覧ください。
�問税務課課税係 �内線２５９３～２６０９
（社）地方税電子化協議会

�３５０７－０２１１
ｅＬＴＡＸサポートデスク（月～金
曜午前８時３０分～午後８時）

�０５７０－０８１４５９

第８回Episode（エピソード）港区
観光フォトコンテスト作品募集

数多くの観光スポットが存在する

港区。でも、まだ隠れた観光スポッ
トがあるはずです。あなたしか知ら
ない港区の魅力を写真に収めてみま
せんか？
新たに、地域の魅力に触れる５つ
のエリア賞、四季折々の魅力に触れ
る四季賞を設定しました。あなたの
作品に「エピソード」を添えて応募し
てください。入賞者には賞金などを
差し上げます。
応募期間 １１月１日（月）～平成２３年１
月３１日（月・消印有効）
※応募規定など詳しくは、チラシま
たは港区観光協会ホームページ
http : //www.minato-kankou.com/
をご覧になるか、お問い合わせくだ
さい。
�問港区観光協会港区観光フォトコ
ンテスト事務局（�東京写真イメー
ジング内） �５７３３－６１５５
産業振興課商工観光担当

�内線２５５４

販路拡大支援事業補助金を充実
します

産業見本市等への出展経費に対す
る補助（販路拡大支援事業補助金）に
ついて、同一年度における申請可能
回数を１回から２回に拡充します。
�対区内の中小企業者
開始時期 １１月１日（月）から
�申申請書を直接、産業振興課経営
相談担当（区役所３階）へ。

�内線２５６０
※申請書は産業振興課ホームページ
http : //www.minato-ala.net/
からダウンロードできます。

年末調整・確定申告に必要な「社
会保険料（国民年金保険料）控除
証明書」が送付されます

国民年金保険料は、全額が確定申
告や年末調整の社会保険料控除の対
象です。確定申告等で社会保険料控
除の申告をする際には、納付した国
民年金保険料を証明する書類の添付
が必要です。
このため、９月３０日までに納付し
た国民年金保険料額を証明した控除
証明書「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」が日本年金機構から
１１月上旬に送付されます。
年末調整、確定申告の手続きの際
には、この証明書に加え１０月１日以
降に納付した領収書が必要になる場
合がありますので、大切に保管して
ください。
なお、ご家族の国民年金保険料を
納付した場合には、納付した人が社
会保険料控除として申告することが
できます。
�問港年金事務所 �５４０１－３２１１
港区国保年金課国民年金係

�内線２６６２～６

介護保険料の納付書を送付しま
す

１１月から平成２３年３月までの介護
保険料の納付書を送付します。
�対平成２２年６月１０日付で納入通知書
を発送した人のうち、普通徴収（納
付書による納付）で納めている人
送付時期 １１月９日（火）発送予定
※既に平成２３年３月までの納付書を
お送りしている人には、今回は送付
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休日診療  

１１月の乳幼児健診・育児相談

�対４カ月育児相談（平成２２年７月生ま
れの人）１歳６カ月児健康診査（平成２１
年４月生まれの人）３歳児健康診査（平
成１９年１０月生まれの人）
�申該当者には通知しています。届
かない人、転入した人、健診がお済
みでない人は、ご連絡ください。
�問健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター） �３４５５－４７７２

離乳食つくり方講習会（予約制）

離乳食の始め方について（お話・
調理実演・保護者の試食）と赤ちゃ
んの歯の話をします。
�対区民で、平成２２年６月生まれの赤
ちゃんの保護者
�時１１月２４日（水）午後１時３０分～２時
４０分
�所保健サービスセンター（赤坂）
�人４５組（申込順）
持ち物 筆記用具、バスタオル、そ
のほか赤ちゃんに必要なもの
�申電話で、１１月５日（金）午前９時か
ら、みなとコールへ。�５４７２－３７１０
�担健康推進課健康づくり係（保健サ
ービスセンター）

★「うさちゃんくらぶ」参加者募
集

初めての赤ちゃんと保護者の交流
会です。地区別の自己紹介や情報交
換、ミニ講座や子育てサービスの情
報提供を行います。
�対区民で、平成２２年９月生まれの第
１子と保護者
�時１２月１・１５日（水・全２回）午前１０
時～１１時３０分
�所保健サービスセンター三田分室
（三田３－１３－１６三田４３ＭＴビル１階）
�人５０組（抽せん）
持ち物 バスタオル・そのほか赤ち
ゃんに必要なもの

★両親学級（予約制）

主にパパになる人に体験していた
だく実習（赤ちゃんのお風呂、衣類
の着脱と抱っこの仕方、妊婦体験ジ
ャケット、夫婦でリラクゼーション）
を実施します。
�対区民で、妊娠２０週以降の妊婦と
そのパートナー（１人での参加可）

�時１２月１８日（土）午後１時３０分～４時
�所保健サービスセンター（赤坂）
�人３０組（抽せん）
持ち物 母子健康手帳、筆記用具

★印の申し込み
電話で、１１月１日（月）～１０日（水）に、
みなとコールへ。 �５４７２－３７１０
※抽せん結果は１１月中旬ころ発送予
定です。
�担健康推進課地域保健係（保健サー
ビスセンター）

３０（さんまる）健診

３０代を対象にした健康診査です。
血圧測定や尿・血液検査等を行い、
約１カ月後に医師の結果説明と保健
栄養相談、骨粗しょう症検診（未受
診の女性対象）があります。
�対３０歳以上３９歳以下の区民で、１２
月に生まれた人（昭和４６年１２月から
昭和５５年１２月生まれの人）
※勤務先等で受診できる人は、ご遠
慮ください。
�時１２月８・２２日（水）午前８時４５分～
１０時３０分受け付け
※保育あり（尿・血液・胸部Ｘ線検
査時にお預かりします）
結果説明日 平成２３年１月１２・２６日
（水）午後１時～２時受け付け
�所保健サービスセンター（赤坂）
�人各日７０人（申込順）
�申電話で、１１月１日（月）午前９時か
ら１２月７日（火）午後５時までに、健康
推進課健康づくり係（保健サービス
センター）へ。 �３４５５－４９２８
※８～１１月誕生月で該当月に受診で
きなかった人は、１１月１１日（木）午前
９時から電話でお問い合わせくださ
い。

�港区健康づくりサポーターが
行う「糖尿病フェスティバル」

無料の血糖検査や血圧測定、医師
等による健康相談を実施します。
�対区内在住・在勤・在学者
�時１１月１２日（金）午前９時３０分～正午
�所六本木ロアビル１階（六本木５－５
－１）
�申当日直接会場へ。
主催 北里研究所病院糖尿病センタ
ー

�健康づくり飲食店（赤いまる食
店）になりませんか

区民の健康意識の高まりに対応す

るため、飲食店向けの「健康づくり
飲食店マニュアル」を作成しました。
このマニュアルを読み、正しい健

康づくりを習得し、健康情報や健康
メニューをサービスするお店（区内
飲食店のみ）を「赤いまる食店」とし、
ホームページで周知しています。
詳しくは、健康推進課ホームペー

ジ
http : //www.city.minato.tokyo.jp/kenko21
をご覧になるか、お問い合わせくだ
さい。
※「健康づくり飲食店マニュアル」
は、生活衛生センターの食品営業許
可更新講習会で配布するほか、健康
推進課ホームページからダウンロー
ドもできます。

�みなとタバコ対策優良施設登
録制度について

適切な受動喫煙防止対策の方法と
して、「みなとタバコ対策優良施設
ガイドライン」の配布を実施してい
ます。
また、ガイドラインに該当する施

設に対し、「みなとタバコ対策優良施
設」の登録（ステッカーの交付等）を
実施しています。送付や登録を希望
する施設はお問い合わせください。
※「みなとタバコ対策優良施設ガイ
ドライン」は、健康推進課（保健サー
ビスセンター）で配布するほか、健
康推進課ホームページ
http : //www.city.minato.tokyo.jp/kenko21
からダウンロードもできます。
�対区内にある施設（教育、運動、医
療福祉、事務所、飲食店、官公庁、
集客、商業、宿泊、運輸ほか）

�印の申し込み・問い合わせ
電話で、健康推進課健康づくり係（保
健サービスセンター）へ。

�３４５５－４９２８

「平成２２年度障害児・者を支援し
ている人への研修」受講生募集

障害児・者の支援に必要な介護知
識や理解を深める研修を実施しま
す。
�対区内在住・在勤・在学者で、仕
事・家族・ボランティアなどで障害
児・者の支援や介護に携わっている
人、または興味のある人

�時１１月２６日（金）午後６時３０分～８時
３０分
�内こころの病気の理解と対応
�所区役所９階会議室
�人５０人（申込順）
※手話通訳が必要な人、研修会参加
のため自宅での介護または保育が必
要な人は、１１月１５日（月）までにご相
談ください。
�申電話またはファックスで、障害
者福祉課障害者支援係へ。
�内線２４６２・２６６７ FAX３５７８－２６７８

その日のために自分らしく生き
る～エンディングノート～

エンディングノートを活用し、今
までの自分と向き合い、その日まで
の自分らしい生き方を見つけません
か。
�対６５歳以上の区民
�時１１月２６日（金）午後２時～４時
�所ホテルはあといん乃木坂（南青山
１－２４－４）
�人３０人（申込順）
�申電話で、北青山地域包括支援セ
ンターへ。 �５４１０－３４１５

傾聴ボランティア養成講座

�対区内在住・在勤・在学者で、全
日程に参加可能であり、講座修了後、
区内の高齢者施設等で傾聴ボランテ
ィア活動ができる人
�時１２月８・１５日（水）、平成２３年１月６
・１３・２０日（木）午前１０時～正午（全５
回）
�所芝公園福祉会館
�人２０人（申込順）
費用 ５００円（参加費）
�申電話またはファックスで、１１月
３０日（火）までに、港区社会福祉協議
会みなとボランティアセンターへ。

�３４３１－２０８１ FAX３４３８－２７５５

都会で犬とおしゃれに暮らそう
～犬のしつけセミナー～

�対区内在住・在勤・在学者
�時１１月２１日（日）午前１０時～１１時３０
分
�所生涯学習センター
�人５０人（申込順）
※犬を連れての参加はできません。
�申電話で、みなとコールへ。

�５４７２－３７１０
�担生活衛生課生活衛生相談係（生活
衛生センター）
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※受診するときは、あらかじめ電話で診療時間などをお問い合わせください。

診療時間 は午前 9 時～午後 5 時
診療時間 ★ は午後 5 時～午後10時

モバイルサイトからもご覧いただけます� 電話がかかりにくい場合は、下記の診療案内へ

＃7119（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
�3212－2323（ダイヤル回線の固定電話等）
�5272－0303
ホームページ
http���www.himawari.metro.tokyo.jp�

「＃8000」（プッシュ回線の固定電話、携帯電話）
�5285－8898（ダイヤル回線の固定電話など）

東京消防庁救急相談センター
（毎日24時間）

東京都医療機関案内サービス
「ひまわり」
（毎日24時間）
月～金曜（祝日を除く）
午後5時～10時

土・日曜、祝日、年末年始
午前9時～午後5時

小児救急
電話相談

診療
案内

電話
相談

薬の相談
港区休日くすり何でもテレホン 対応時間：午前9時～午後2時 ※薬局の電話がかかりにくい場合は、090－9378－7915

3400－2091

5468－8931

夜間対応当番薬局（毎日） 対応時間：午後8時～午前8時 �090－3690－3102

南青山5－1－25

南青山7－14－7

北村薬局

広尾調剤薬局

11月3日（水・祝）

11月7日（日）
3455－4927
（休日のみ）

三田3－13－16 三田43ＭＴビル1階
保健サービスセンター三田分室港区休日歯科応急診療所

3453－8776

3444－6171

3401－3371

5501－4071

3452－3211

3451－8211

3499－1430

3442－8148

3447－3232

芝5－33－7 徳栄ビル地下１階

白金5－9－1

南青山2－12－2

虎ノ門1－16－6 虎ノ門ラポート3階

南麻布1－12－1

三田1－4－17

西麻布2－13－12 早野ビル3階

高輪3－5－23 ＳＩＡ高輪ビル1階

白金台4－7－8 ストーリア白金2階

宇津木内科診療所（内）

北里研究所病院（内・外）

津田歯科医院（歯）

★虎ノ門とうまクリニック（内）

南麻布医院（内・外）

東京都済生会中央病院（内・外）

田中歯科西麻布診療所（歯）

澤歯科医院（歯）

★白金坂の上診療所（内・小）

１１
月
3
日（
水
・
祝
）

１１
月
7
日（
日
）

� 3578-2111�



講
演
会
を
開
催
し
ま
す

「劇団いくり」の公演

ロック講座の様子（写真提供：
web サイト「TUNING」）

区
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
口

は
、
平
成
２２
年
１０
月
１
日
現
在
、
３

万
６
０
６
５
人
で
、
高
齢
化
率（
６５

歳
以
上
の
人
口
が
総
人
口
に
占
め
る

割
合
）は
１７
・
６０
％
で
す
。
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
が
、

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
続
い
て
お

り
、平
成
２７（
２
０
１
５
）年
に
は
、

国
民
の
４
人
に
１
人
が
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
と
い
う
本
格
的
な
高
齢
社
会

を
迎
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
が
延
び
る
一
方
で
、
生
活

習
慣
が
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
健

康
へ
の
関
心
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
最
後
ま
で
健
康
で
、
自
分

ら
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
う
一
方
、

８５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
４
人
に
１

人
が
認
知
症
と
も
言
わ
れ
、
今
後
さ

ら
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

認
知
症
や
寝
た
き
り
な
ど
で
介
護

が
必
要
に
な
れ
ば
、
介
護
す
る
家
族

の
負
担
も
増
え
、
介
護
者
自
身
が
高

齢
で
あ
っ
た
り
、
周
囲
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
介
護
の
負
担
を
一
人
で
抱
え

て
い
る
と
、
介
護
者
の
身
体
的
・
精

神
的
な
負
担
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

見
通
し
の
つ
か
な
い
介
護
の
負
担

か
ら
、
つ
い
手
を
あ
げ
る
、
世
話
を

放
棄
す
る
、
つ
ら
く
あ
た
る
な
ど
無

意
識
に
虐
待
し
て
し
ま
っ
て
い
た

り
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
自

身
に
も
そ
の
自
覚
が
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
虐
待
を
受
け
て

い
る
高
齢
者
の
約
４５
％
が
認
知
症
高

齢
者
で
あ
る
実
態
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
や
介
護
の
現
状
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
け
る
よ

う
に
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
で
、
認
知

症
に
関
心
の
あ
る
人
、
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
人

と
き

１１
月
１９
日（
金
）午
後
１
時
３０

分
〜
４
時
１５
分

と
こ
ろ

高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー

内
容

第
１
部

基
調
講
演「
認
知
症
新
時

代

〜
医
療

介
護

地
域
の
支
え

あ
い
〜
」

認
知
症
の
専
門
医
が
、
認
知
症
の

病
状
や
経
過
、
現
在
の
治
療
や
対
応

に
つ
い
て
、
基
本
的
な
こ
と
や
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す

く
お
話
し
し
ま
す
。

講
師

本
間
昭
さ
ん（
認
知
症
介
護

研
究
・
研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
長
）

第
２
部

寸
劇
「
認
知
症
を
理
解
し

よ
う

〜
思
い
当
た
り
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
場
面
〜
」

現
役
の
介
護
職
員
で
構
成
さ
れ
て

い
る
劇
団
に
よ
る
寸
劇
で
す
。
実
際

に
認
知
症
の
人
た
ち
に
か
か
わ
り
な

が
ら
見
て
き
た
事
例
を
紹
介
し
ま

す
。
認
知
症
の
人
た
ち
の
真
の
姿
を

演
じ
る
こ
と
で
、
症
状
や
対
応
の
仕

方
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

ま
す
。

出
演

�
認
知
症
ケ
ア
研
究
所

解
説

六
角
僚
子
さ
ん（
代
表
理
事
）

寸
劇

劇
団
い
く
り

定
員

２
０
０
人（
申
込
順
）

申
し
込
み

電
話
で
、
１１
月
２
日

（
火
）か
ら
、
み
な
と
コ
ー
ル
へ
。

�
５
４
７
２
‐
３
７
１
０

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
、
け
ち
な
お

じ
さ
ん
に
起
き
た
出
来
事
と
は
…
。

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
現
在

朗
読
家
と
し
て
活
躍
中
の
青
木
裕
子

さ
ん
が
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
小
澤
章

代
さ
ん
の
奏
で
る
チ
ェ
ン
バ
ロ
に
合

わ
せ
て
朗
読
を
行
い
ま
す
。

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
美
し
く
優
し
い
音

色
に
の
せ
て
、
皆
さ
ん
に
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
お
届
け
し
ま
す
。

対
象

小
学
１
年
生
以
上

と
き

１２
月
４
日（
土
）午
後
２
時
〜

３
時
３０
分

と
こ
ろ

三
田
図
書
館

演
目
「
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
」

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
作

定
員

７０
人（
申
込
順
）

※
手
話
通
訳
、
保
育
あ
り（
１０
カ
月

〜
就
学
前
、１０
人
、１１
月
２６
日（
金
）

ま
で
に
申
し
込
み
）

申
し
込
み

電
話
で
、
み
な
と
コ
ー

ル
へ
。

�
５
４
７
２
‐
３
７
１
０

※
会
話
が
困
難
な
人
は
、
氏
名
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
番
号
・
保
育
の
有
無
と

子
ど
も
の
月
齢
を
明
記
の
上
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

ＦＡＸ
５
７
７
７
‐
８
７
５
２

み
な
と
図
書
館
で
、
録
音
図
書
の

音
訳
奉
仕
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

人
が
、
文
学
作
品
お
よ
び
絵
本
な
ど

の
朗
読
会
を
平
成
２３
年
３
月
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

み
な
と
図
書
館
で
は
、
音
楽
雑
誌

「
ロ
ッ
キ
ン
グ
・
オ
ン
」の
編
集
者
を

講
師
に
招
き
、
音
楽
と
映
像
を
楽
し

み
な
が
ら
注
目
の
洋
楽
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
紹
介
す
る
ロ
ッ
ク
講
座
を
年
３

回
開
催
し
て
い
ま
す
。

１１
月
の
ロ
ッ
ク
講
座
で
は
、
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド「
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ（
オ
ア
シ

ス
）」を
特
集
し
ま
す
。
貴
重
な
ラ
イ

ヴ
映
像
か
ら
傑
作
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
ま
で
、「
Ｏ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
」の
歴

史
を
映
像
で
た
ど
り
ま
す
。

対
象

ど
な
た
で
も

と
き

１１
月
６
日（
土
）午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ

み
な
と
図
書
館

講
師

小
川
智
宏
さ
ん（
ロ
ッ
キ
ン

グ
・
オ
ン
編
集
者
）

定
員

９０
人（
会
場
先
着
順
）

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ
。

区
で
は
、「
決
め
ら
れ
た
場
所
以

外
で
は
吸
い
ま
せ
ん
、捨
て
ま
せ
ん
」

「
吸
わ
な
い
人
の
健
康
も
考
え
ま
す
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
み
な
と
タ
バ

コ
ル
ー
ル
」を
定
め
、区
内
で
の
路
上

喫
煙
や
歩
行
喫
煙
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ

捨
て
を
防
止
す
る
こ
と
で
、
環
境
美

化
と
受
動
喫
煙
の
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

今
年
８
月
か
ら
は
、路
上
・
歩
行
喫

煙
者
へ
の
指
導
を
行
い
、「
み
な
と
タ

バ
コ
ル
ー
ル
」を
区
外
か
ら
の
来
街

者
に
も
浸
透
さ
せ
る
た
め
、
区
内
各

地
区
で
の
巡
回
指
導
と
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
み
な
と
タ
バ
コ
ル
ー
ル
」の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
身
に
着
け
た
巡
回
指

導
員
が
、
指
定
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
周
辺

や
区
内
の
各
地
域
を
巡
回
し
、
路
上

・
歩
行
喫
煙
者
に
対
し
て
直
接
指
導

を
行
う
ほ
か
、「
み
な
と
タ
バ
コ
ル

ー
ル
」を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
ル
ー

ル
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
み
な
と
区
民
ま
つ
り
」な
ど
の
行
事

で
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
区
で
は
、
受
動
喫
煙
の
防

止
と
街
の
環
境
美
化
の
た
め
、
巡
回

指
導
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ

て「
み
な
と
タ
バ
コ
ル
ー
ル
」を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
の
橋
脚
に

あ
る「
芝
浦
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
展
望
室
」

に
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
描
い
た
港
区

の
風
景
画
を
展
示
し
ま
す
。

通
勤
・
通
学
途
中
に
い
つ
も
目
に

し
て
い
る
景
色
や
心
に
残
っ
て
い
る

あ
の
日
の
風
景
な
ど
、
描
く
人
に
よ

っ
て
変
わ
る
港
区
の
姿
を
見
に
来
ま

せ
ん
か
？

と
き

１０
月
３１
日（
日
）〜
１１
月
１４
日

（
日
）午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

芝
浦
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
６
階

展
望
室（
海
岸
３
‐
３３
‐
１９
）

交
通
手
段

ち
ぃ
ば
す

芝
浦
港
南
ル
ー
ト「
海

岸
三
丁
目
」下
車
徒
歩
５
分

都
営
バ
ス

田
９９
系
統「
芝
浦
埠
頭
」

下
車
徒
歩
５
分

ゆ
り
か
も
め
「
芝
浦
ふ
頭
」駅
下
車

徒
歩
５
分

区
で
は
、
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
緩
和
ケ
ア
」と
は
、
が
ん
の
医
療

を
単
に
病
気
に
対
す
る
治
療
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
患
者（
家
族
）の
体
や

心
の
苦
痛
を
取
り
除
き
、
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
医
療
で
す
。

住
み
な
れ
た
場
所
で
が
ん
と
向
き

合
う
た
め
、
医
師
に
よ
る
ミ
ニ
講
話

と
相
談
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

対
象区

民
で
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
る

人
、
緩
和
ケ
ア
相
談
を
希
望
し
て
い

る
人
、
家
族
、
友
人

と
き１１

月
１７
日（
水
）午
前
１０
時
〜
１１
時

３０
分

と
こ
ろ

保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
赤
坂
）

テ
ー
マ
「
が
ん
と
は
？
」

定
員

１５
人（
申
込
順
）

申
し
込
み

電
話
で
、
健
康
推
進
課
地
域
保
健

係（
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）へ
。

今
後
の
ミ
ニ
講
話
の
予
定

平
成
２３
年
１
月
１９
日（
水
）「
が
ん
の

治
療
と
緩
和
」

平
成
２３
年
２
月
１６
日（
水
）「
症
状
緩

和
の
実
際
」

平
成
２３
年
３
月
１６
日（
水
）「
が
ん
の

闘
病
を
ど
こ
で
過
ご
し
ま
す
か
？
」

※
各
回
ご
と
に
募
集
を
し
ま
す
。

問い合わせ
高
齢
者
支
援
課
介
護
予
防
係

�
内
線
２
４
１
１

問い合わせ
図
書
・
文
化
財
課
利
用
者
支
援
係

�
３
４
３
７
‐
６
６
２
１

問い合わせ
環
境
課
環
境
指
導
係

�
内
線
２
４
９
２

問い合わせ
企
画
課
企
画
担
当

�
内
線
２
０
９
０

申し込み・問い合わせ
健
康
推
進
課
地
域
保
健
係（
保

健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�
３
４
５
５
‐
４
７
７
２

青木裕子さん小澤章代さん

みなと区民まつりでの巡回活動
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